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ト
イ
レ
問
題
を
取
り
上
げ
た
理
由

　
大
規
模
災
害
の
被
災
地
が
直
面
す
る

課
題
の
中
で
も
、
ト
イ
レ
問
題
は
極
め

つ
け
の
難
題
で
す
。
災
害
に
よ
っ
て
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
る
と
、
普
段

使
っ
て
い
た
ト
イ
レ
は
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
被
災
者
は
排
泄
の
場

所
に
も
方
法
に
も
困
り
、
そ
の
ま
ま
で

は
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
確
実
で
す
。

　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
お
い
て

も
、
ト
イ
レ
は
深
刻
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。巨
大
人
口
を
抱
え
る
東
京
で
は
、

ト
イ
レ
問
題
は
な
お
さ
ら
避
け
て
通
る

こ
と
の
で
き
な
い
緊
急
課
題
で
す
。

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　「
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
を
考
え
る
」

特集

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
課
題
提
起

　
92
万
人
以
上
の
人
が
暮
ら
す
東
京
・

世
田
谷
区
で
大
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
様
々
な
難
題
が
降
り
掛
か
っ
て
き

ま
す
。普
段
は
何
事
で
も
な
い
こ
と
が
、

災
害
時
に
は
一
転
し
て
被
災
地
を
混
乱

に
陥
ら
せ
る
難
題
と
な
り
ま
す
。

　
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
毎
年
、

災
害
時
に
世
田
谷
区
内
で
想
定
さ
れ
る

課
題
を
取
り
上
げ
て
、
区
と
の
共
催
に

よ
る
「
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
は
、「
在

宅
避
難
」
や
「
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
」
な

ど
を
取
り
上
げ
て
、
課
題
提
起
を
し
て

き
ま
し
た
。

　
８
回
目
と
な
る
今
年
度
は
「
災
害
時

の
ト
イ
レ
問
題
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
１
月
12
日
に
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

で
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
三
連
休
の
最
終
日
で
し
た
が
、
区

民
の
関
心
も
高
く
、
約
１
５
０
名
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

写真：高橋　郁雄



3 SEVONE●2026.3.1 No.263

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
話
し
合
っ
た
こ
と

●
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
主
任　
小こ
い
ず
み
さ
い
み

泉
宰
美

　
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
様
々
な

課
題
が
あ
る
こ
と
を
実
例
を
あ
げ
な
が

ら
報
告
し
ま
し
た
。
も
し
下
水
管
や
各

戸
の
排
水
管
が
破
損
す
る
と
、
戸
建
住

宅
か
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
か

を
問
わ
ず
、水
を
流
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　
水
道
が
止
ま
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
バ

ケ
ツ
に
貯
め
た
水
を
流
す
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
ど
こ

か
で
汚
水
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場

合
は
下
の
階
で
汚
水
が
漏
れ
出
る
、
ト

イ
レ
か
ら
逆
流
し
て
吹
き
出
す
な
ど
大

事
件
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
二
次
被
害
を
避
け
つ
つ

な
ん
と
か
正
常
に
排
泄
行
為
を
す
る
た

め
に
は
、
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
課
題
を

参
加
者
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。
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●
シ
ン
テ
イ
警
備
株
式
会
社 

新
宿
支
社

　
防
災
訓
練
委
託
事
業
業
務
責
任
者
・

　
大
隊
長　
依よ
だ
ま
さ
ひ
ろ

田
真
広
氏

空手は、ライトを使って視覚的に審判員の合図を知らせます。
（提供：一般財団法人全日本ろうあ連盟）

　
講
演
者
の
依
田
氏
は
、
日
頃
か
ら
世

田
谷
区
内
の
指
定
避
難
所
の
資
機
材
の

整
備
に
関
わ
り
、
区
内
各
地
の
避
難
所

運
営
訓
練
で
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど

に
つ
い
て
説
明
や
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て

い
ま
す
。
同
氏
か
ら
は
、
世
田
谷
区
内

の
区
立
小
中
学
校
な
ど
指
定
避
難
所
96

か
所
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
設
置
方
法
や
使

い
方
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
首
都
圏
で
整

備
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
幸
い
に
も

こ
れ
ま
で
首
都
圏
で
は
大
規
模
災
害
が

起
き
て
い
な
い
た
め
使
用
さ
れ
た
実
例

が
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後

の
使
用
実
例
を
通
じ
て
改
良
と
普
及
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
普
段
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
設
備

で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
大
切
な
存

在
で
す
。
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
に
参

加
し
て
実
際
の
設
置
状
況
を
見
て
体
験

し
て
ほ
し
い
と
参
加
者
へ
の
提
案
も
あ

り
ま
し
た
。
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●
株
式
会
社
エ
ク
セ
ル
シ
ア
代
表
取
締
役

　
一
般
社
団
法
人
日
本
ト
イ
レ
協
会
運

　
営
委
員　
足あ

だ
ち
か
ん
い
ち

立
寛
一
氏

　
次
の
講
演
者
の
足
立
氏
は
、
区
内
若

林
に
事
務
所
を
構
え
、
災
害
時
用
の
携

帯
ト
イ
レ
「
ほ
っ
！
ト
イ
レ
」
シ
リ
ー

ズ
を
開
発
し
、
製
造
販
売
し
て
い
ま

す
。
同
氏
か
ら
携
帯
ト
イ
レ
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
提

供
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
品
を
会
場
に
陳
列

し
ま
し
た
。
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。

　
大
規
模
災
害
の
と
き
、
ト
イ
レ
の
復

旧
に
か
か
っ
た
時
間
は
熊
本
地
震
で
１

か
月
、
東
日
本
大
震
災
で
は
２
か
月
以

上
に
も
及
び
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
携
帯

ト
イ
レ
の
対
応
が
必
須
で
あ
る
と
の
こ

と
。
国
は
１
人
当
た
り
35
回
分
の
災
害

時
用
ト
イ
レ
備
蓄
を
推
奨
し
て
い
て
、

備
蓄
率
は
大
規
模
災
害
の
都
度
高
ま
っ

て
い
る
も
の
の
２
０
２
５
年
時
点
で

28
・
８
％
に
と
ど
ま
る
そ
う
で
す
。

　

携
帯
ト
イ
レ
の
使
い
方
だ
け
で
な

く
、
使
用
後
の
方
法
、
収
集
さ
れ
る
ま

で
ど
の
よ
う
に
保
管
す
れ
ば
い
い
の
か

な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
い
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
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●
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー　
渡わ
た
な
べ
た
ま
ひ
と

邉
珠
人

　
登
壇
者
３
人
の
話
を
踏
ま
え
、
改
め

て
「
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
」
に
ど
う

向
き
合
う
の
か
に
つ
い
て
提
言
を
し
ま

し
た
。

　
仮
に
避
難
所
で
ト
イ
レ
を
使
お
う
と

す
る
人
１
千
人
が
朝
同
時
に
ト
イ
レ
に

向
か
っ
た
場
合
、
男
女
各
10
基
あ
っ
て

も
理
論
上
は
６
時
間
以
上
の
待
ち
時
間

が
発
生
す
る
と
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
試

算
を
紹
介
。
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
状
況

に
陥
る
と
、
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
を
避

け
よ
う
と
し
て
食
事
や
飲
み
物
を
取
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
身

体
機
能
の
低
下
や
体
調
不
良
を
招
き
、

災
害
関
連
死
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る

こ
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ト
イ
レ
問
題
は
避
難
所
の

中
だ
け
で
考
え
る
の
で
な
く
、
地
域
全

体
の
ト
イ
レ
資
源
を
ど
う
活
用
す
る
の

か
と
い
う
共
助
の
発
想
で
取
り
組
も
う

と
訴
え
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し

ご不明の点は、せたがや災害ボランティアセンターまで
電　話：０３-５７１２-５１０１（９時～18 時　月・祝休）
e-mail：saigai-info ＠ otagaisama.or.jp

て
安
全
に
使
え
る
ト
イ
レ
空
間
を
ど
こ

に
確
保
で
き
る
か
、
ど
れ
だ
け
確
保
で

き
る
か
、
そ
し
て
ど
う
す
れ
ば
衛
生
的

に
使
用
で
き
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
開
放
、
協
力

を
得
ら
れ
る
事
業
所
や
店
舗
の
ト
イ
レ
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借
用
、
状
況
に
応
じ
た
仮
設
ト
イ
レ
の

配
備
計
画
な
ど
、
取
り
組
む
テ
ー
マ
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
こ
で
使
用
す
る
携
帯
ト
イ

レ
の
配
備
、
使
用
済
み
携
帯
ト
イ
レ
の

処
理
方
法
、
衛
生
面
の
課
題
や
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
も
今
後
の
検

討
が
必
要
で
す
。

●
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
長
（
社
会
福
祉
法
人
世
田
谷
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
理
事
長
）

　
横よ
こ
や
ま
や
す
ひ
ろ

山
康
博

　

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ト
イ
レ
問

題
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
６
年
前

に
続
き
２
回
目
で
す
。
前
回
は
避
難

所
の
保
健
衛
生
問
題
と
し
て
議
論
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
地
域
全
体
の
共

助
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。 

ト
イ
レ
問
題
を
考
え
る
と
在
宅
避

難
の
あ
り
が
た
さ
が
分
か
り
ま
す
。 

個
人
の
尊
厳
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
る
か
ら
で
す
。
避
難
所
に
い
て
も
、

自
宅
の
中
に
携
帯
ト
イ
レ
を
使
え
る
安

全
空
間
が
確
保
で
き
る
な
ら
、
そ
の
時

だ
け
自
宅
に
戻
っ
て
「
在
宅
ト
イ
レ
」

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
携

帯
ト
イ
レ
な
ど
、
物
質
的
な
ハ
ー
ド

面
に
注
目
し
て
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ

問
題
を
考
え
る
時
、
例
え
ば
要
介
護

の
人
が
在
宅
避
難
で
き
な
い
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
、
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
の
生
活
、
そ
の
人
の
尊
厳
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
ど
う
守
る
の
か
と

い
う
ソ
フ
ト
の
面
に
つ
い
て
も
、
改

め
て
問
い
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ト
イ
レ
問
題
と
い
う
悩
ま
し
い
課
題

に
、
地
域
全
体
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
訴
え
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
総
括
し
ま
し
た
。　

　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は

YouTube
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

YouTube

二
次
元
コ
ー
ド

　
な
お
、
進
行
の
都
合
上
、
当
日
お
受

け
で
き
な
か
っ
た
会
場
か
ら
の
質
問
に

つ
い
て
、
登
壇
者
の
ご
協
力
も
い
た
だ

い
て
せ
た
が
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
回
答
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

質
問
へ
の
回
答

二
次
元
コ
ー
ド

　

当
日
は
、
会
場
ホ
ワ
イ
エ
に
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
実
際
に
設
置
し
て
多

く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
種
の
携
帯
ト
イ
レ
の
実
物
な
ど

様
々
な
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係

先
の
ご
協
力
に
よ
り
、
来
場
さ
れ
た
方

へ
の
説
明
や
質
問
へ
の
対
応
を
し
ま
し

た
。

　
ホ
ワ
イ
エ
の
一
角
で
は
、
せ
た
が
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
能
登

半
島
被
災
地
支
援
や
昨
年
の
区
内
で
の

豪
雨
災
害
対
応
な
ど
の
紹
介
パ
ネ
ル
も

展
示
し
、
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
災
害
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を

希
望
さ
れ
る
方
は
右
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご不明の点は、せたがや災害ボランティアセンターまで
電　話：０３-５７１２-５１０１（９時～18 時　月・祝休）
e-mail：saigai-info ＠ otagaisama.or.jp



82026.3.1 No.263●SEVONE

「
セ
ボ
ネ
」
は
皆
様
の
声
を
集
め
て
制
作
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
投
稿
で
き
ま
す
。

お 
た 

が 

い 

さ 

ま 

ビ
ュ 

ー

ボランティア募集　　有償スタッフ募集　　講座・イベント・その他

世田谷区いずみ学級（ 知的障害者の青年学級） でボランティアしませんか？
　いずみ学級は、知的障害のある人たちと、彼らを支え共に学び、活動するボランティアに
より運営する学級です。一年を通してレクリエーションやクラブ活動、バスハイク、クリス
マス会、ミーティングなどの活動をしています。学生や社会人、主婦など、老若男女問わず
さまざまな人たちがボランティアに参加しています。資格等は不要です。知的障害のある人
たちと関わることに関心のある方なら、誰でも参加できます。　　　
　ボランティアの募集は年間を通じて行っています。詳細は世田谷区公式ホームページから、
ページ ID に 3587 を入力してご覧ください。
●日時／月 1 ～ 2 回、日曜の 9 時 50 分～ 15 時 30 分
●場所／世田谷中学校、八幡中学校、芦花中学校の 3 ヶ所で実施（外出行事もあります）
●交通／世田谷中学校：東急世田谷線若林駅徒歩 10 分
　　　　八幡中学校：東急大井町線九品仏駅徒歩 8 分　
　　　　芦花中学校：京王線芦花公園駅徒歩 8 分
●問合せ／世田谷区教育委員会事務局生涯学習課　いずみ学級担当　
　　　　　TEL：03-3429-4259               

　知的障害がある小学 2 年生女の子の学校・デイサービスへの送迎をお手伝いいただけ
る方を募集しています。お願いしたい内容は、①自宅から学校送迎バスのバス停まで徒
歩 15 分ほどの距離を一緒に歩いていただくものと、②月曜日と木曜日に放課後等デイサ
ービスに送っていただくものの 2 つあります。少しでもお手伝いくださると助かります。 
よろしくお願いします。
①自宅から学校送迎バスのバス停まで徒歩 15 分ほどの距離を一緒に歩いていただく。
　場所／自宅は松原 3 丁目、バス停は甲州街道沿い
　曜日／月・火・水・木・金
　時間／ 8 時に自宅出発～ 8 時 15 分くらいにバス停着　　　　　　　　　　　　　　　
②バス停から放課後等デイサービス（赤堤 2 丁目）に送っていただく。
　曜日と時間／月曜日は 13 時 55 分　木曜日は 15 時 45 分
●問合せ／北沢ボランティアビューロー　担当：中里
　　　　　TEL：03-3420-2520　メール：kitabora@otagaisama.or.jp

小学 2 年生の送迎ボランティアを募集

【 能登支援】 写真洗浄ボランティアを募集
　写真洗浄ボランティア「課外のあらいぐま」では、東京でできる被災地支援のボランティ
アを募集しています。写真洗浄ボランティアとは、水害などで濡れて汚れてしまった写真を
アルバムから剥がし、水洗いで綺麗にして持ち主の方へ返却する活動です。かつて東日本大
震災や西日本豪雨、2019 年台風 19 号（川崎）の写真洗浄に取り組んできました。この度、
2024 能登半島地震及び 9 月豪雨により被災した写真を預かり洗浄します。小学生以上で
したらどなたでも参加できます。持ち物はカッター・ハサミ・新聞紙等などです。インター
ネット「写真洗浄」で検索すると全国の写真洗浄やメディア記事など出てきますのでイメー
ジが湧きやすいかもしれません。お金では買い戻せない大切な写真を救う作業を一緒にしま
せんか？最新の活動情報等は下記二次元コードからご確認ください。
お問い合わせはメールにてお願いします。
●日時／毎週土曜、または日曜（予定）
●会場／世田谷ボランティアセンター（下馬 2‐20‐14）
●交通／東急田園都市線・世田谷線三軒茶屋駅徒歩 12 分
●募集人数／毎回 20 名程度
●条件／ 30 円（能登との往復宅配便代、備品代）
●問合せ／課外のあらいぐま　担当：松浦
　　　　　メール：kagaiguma@gmail.com
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上記掲載記事は 2 月 15 日時点の情報です。
変更となる場合がありますので、詳細は問合せ先へご確認ください。

　北沢ボランティアビューローの改修工事は順調に進んでいます。仮事務所では、会議室の
貸出を休止していますが、他の窓口業務は行っています。
●仮事務所での執務／ 2026 年 3 月まで（予定）
●場所／世田谷区梅丘分庁舎（松原 6-3-5）
●交通／小田急線梅ヶ丘駅北口下車徒歩 2 分
●開館日＆時間／月～金曜日 10 時～ 17 時
● TEL：03-3420-2520　FAX：03-3706-2854　メール：kitabora@otagaisama.or.jp

北沢ボランティアビューロー改修工事に伴う長期休館のお知らせ

　誰もが安心して暮らせる地域社会づくりを目指す、NPO法人コミュニティ・ネットワーク・
ウェーブでは、マーマレードづくりのイベントを行います。一緒にマーマレードを作りまし
ょう。できあがったマーマレード１個をお持ち帰りいただけます。
●日時／ 3 月 1 日、15 日、22 日、
　　　　4 月 5 日、12 日、19 日、26 日　いずれも日曜 10 時～ 15 時
●場所／ウェーブ分室（弦巻 2-39-11）
●交通／東急田園都市線桜新町駅下車徒歩約 10 分
●条件／持ち物：エプロン、頭にかぶる帽子やバンダナ。昼食付き。
●問合せ／ NPO 法人コミュニティ・ネットワーク・ウェーブ　担当：一宮（いちみや）
　　　　　TEL：070-5457-7781

マーマレードづくりのボランティア募集

　4 歳の女の子を朝、保育園まで送ってくださる方を募集しています。お母さんと二人暮ら
しですが、お母さんは病を患っていて無理ができません。週 1 回だけでもお手伝いいただ
けると助かります。女の子は、きかんしゃトーマスや乗り物が大好きで、人なつこくて明る
いお子さんです。詳しくはお問い合わせください。ご連絡をお待ちしています。
●日時／火曜日の朝（繁忙期は別日もお願いしたいです）
●内容／ 7 時 15 分に自宅（東急大井町線上野毛駅近辺）に迎えに行き保育園（東急大井町
線等々力駅より徒歩約 8 分）まで送る。おしゃべりを楽しみながら 20 分程度の道のりを歩
いていただきます。用意してあるバギーに乗るので歩いて移動するよりも安全です。
●条件／子育て経験のある女性。交通費は出ません。　　　　　　　　　　　　　　　　　
●問合せ／玉川ボランティアビューロー　
　　　　　TEL：03-3707-3528　メール：tamabora@otagaisama.or.jp

４歳の女の子の保育園の送りを手伝ってくださる方を募集

　池尻（世田谷公園の近く）にお住まいの 90 代の女性が、腰の具合が悪く階段の上り下り
が大変で、ごみを集積所まで持っていくことが難しいため、ごみを出してくださる方を探し
ています。収集日は毎週火曜日または木曜日で、朝 8 時頃までに溜まったごみを集積所に
持って行っていただきたいです。　※ごみの種類はその都度、変わります。また、当日は
インターフォンを鳴らし直接ご本人からごみを受け取ります。詳しくはお問合せください。 
よろしくお願いします。
●日時／毎週火曜日または木曜日の朝 8 時頃まで
●場所／池尻（世田谷公園の近く）
●交通／東急田園都市線池尻大橋駅または三軒茶屋駅から徒歩 15 分程度
●問合せ／世田谷ボランティアセンター　担当：鈴木、小畑（おばた）
　　　　　TEL：03-5712-5101　メール：suzuki-j@otagaisama.or.jp

毎週火曜もしくは木曜の朝にごみ出しをしてくださる方を募集



お 
た 

が 

い 

さ 

ま 

ビ
ュ 

ー
「
セ
ボ
ネ
」
は
皆
様
の
声
を
集
め
て
制
作
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
投
稿
で
き
ま
す
。

102026.3.1 No.263●SEVONE

ボランティア募集　　有償スタッフ募集　　講座・イベント・その他

　世田谷ボランティア協会では、「発達障害や学習障害の傾向があったり、不登校の経験が
あり、学習の理解の面で苦労をしている」「勉強に向き合うことが苦手。学校の授業につい
ていけない」などの相談を受け、小学生～高校生の個別の学習支援に取り組むボランティア
を探して紹介しています。勉強への気持ちや、学ぶポイントなど、本人のペースや特徴を尊
重していきます。お気軽にご相談ください。
●問合せ／世田谷ボランティアセンター　TEL：03-5712-5101　
　　　　　メール：v-soudan@otagaisama.or.jp

個別の学習支援を必要としている方、 ご相談ください

もっと語ろう不登校 part.309
　これまで 31 年間にわたって、さまざまな方々の分かち合いの場となってきました。

「自分だけではなかったんだ」と知るだけで心が軽くなります。初めての方も、お誘い合わ
せの上、どうぞお気軽にご参加ください。
●日時／ 3 月 7 日（土）14 時～　
●場所／ NPO フリースクール僕んち（代田 4-32-17）、または ZOOM にて
●交通／小田急線梅ヶ丘駅下車徒歩約 10 分　
●問合せ／世田谷こどもいのちのネットワーク第３分科会「もっと語ろう不登校」担当　高橋
　　　　　TEL：090-3905-8124　メール：fsbttoru@yahoo.co.jp

　世田谷ボランティアセンターでは、恒例のバザーを開催します。みなさまからご提供いた
だいた品物をリサイクル市（バザー）で販売し、その売上金はボランティア・市民活動推進
事業の運営費用として活用され、「おたがいさま」で結ばれた地域づくりに役立てられます。
是非、掘り出し物を探しにいらしてください！
●日時／ 3 月 14 日（土）11 時～ 14 時
●場所／世田谷ボランティアセンター２階（下馬 2-20-14）
●取扱商品／衣類、衣料雑貨、生活雑貨、食器、アクセサリー、バッグ、おもちゃ他
●交通／東急田園都市線・世田谷線三軒茶屋駅下車徒歩約 12 分

リサイクル市（ バザー） 開催＠世田谷ボランティアセンター

●整理券／当日 9 時 45 分から世田谷ボランティアセンター前で整理券
　　　　　を配布します。※配布時間前のお並びは、近隣の方のご迷惑
　　　　　になりますのでご遠慮ください。
●詳細は右記二次元コードからご確認ください。
●問合せ／世田谷ボランティアセンター　TEL：03-5712-5101
※当日、品物の提供は受付いたしません。

【 市民活動・NPO】 はじめの一歩セミナーを開催します　活動の先輩から学びませんか？
　地域で活動を始めてみたい方や、一緒に活動する仲間を増やしたい方などを対象に、既に
活動を始めている団体をゲストとしてお招きし、活動にかける想いや苦労したお話などを共
有していただくセミナーを開催します。より実践的・具体的な事例を学び、皆さまのこれか
らの活動のイメージを膨らませてみませんか？
●日時／ 3 月 14 日（土）13 時～ 15 時 30 分（受付 12 時 45 分～）
●場所／三茶しゃれなあどホール（三軒茶屋 1-41-10）
●講師／世田谷区で活動中のボランティアグループ（2 団体）
　　　　各々、活動歴・活動内容が異なる団体です。
●対象／世田谷区内で、地域づくりやボランティアなどの市民活動を
　　　　これから始めてみたいとお考えの個人や団体の方。
●申込み／右記二次元コードからお申込みください。
●問合せ／世田谷ボランティアセンター　TEL：03-5712-5101
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上記掲載記事は 2 月 15 日時点の情報です。
変更となる場合がありますので、詳細は問合せ先へご確認ください。

　世田谷ボランティア協会では、ボランティアの力を必要としている方と、ボランティアを
つなぐ橋渡しをしています。困りごとを抱えていたり、どこに連絡したら問題を解決できる
のかわからないという方は、ぜひご相談ください。電話でお話ししながら、どんなことがで
きそうか、どんな解決方法がありそうか、一緒に考えます。
●問合せ／世田谷ボランティアセンター　TEL：03-5712-5101
　　　　　メール：v-soudan@otagaisama.or.jp

個別のサポートを必要としている方、 ご相談ください

　世田谷区内で活動を始めたい方や、すでに活動している方を対象に団体、個人を問わず、
グループ・団体、法人の立ち上げや運営に関する基礎的な相談・情報提供を行っています。
相談をご希望の方はお問合せください。また会計、税務、契約、社会保険、雇用、法律の専
門相談も行っています。（原則として事前予約制です）
●問合せ／最寄りのセンター、および各ビューローにご連絡ください。
　　　　　電話番号は裏表紙参照、専門相談はセンターにお問い合わせください。

市民活動・NPO 相談

　「趣味や技術、経験を生かしたい」「地域で活動したい」という、ボラ
ンティア活動をしたい方の経験や意欲などと、サポートを求める方や団
体などを、東京大学先端科学技術研究センターが開発したＡＩシステム
によるマッチングサイト（世田谷版ＧＢＥＲ「ジーバー」）で結び付け、
経験や希望に合ったボランティア活動を紹介します。
　詳細は右記二次元コードからご覧ください。

AI システムによるマッチングサイトのお知らせ

　世田谷録音奉仕グループ「ひびき」は、1978 年から梅丘を拠点に視覚障害者のための録
音図書を作り続けているボランティアグループです。現在、『将棋世界』（日本将棋連盟発行）
や新聞記事の抜粋など、5 つの定期刊行物を CD にして発行し、視覚障害者等の方へ届けて
います。また、個別にご依頼いただいた書籍等の音訳、さらに通常の音訳に加えて、音声合
成（テキスト音声読み上げソフト）による音訳もお受けしています。（活動についてはホー
ムページでもご案内していますのでご覧ください）この度、下記日程で「音訳ボランティア
養成研修説明会」を開催します。参加を希望される方はメールでご連絡ください。

音訳ボランティア養成研修説明会を開催します

ボランティア座談会のお知らせ（ 二子玉川地区）
　ボランティアや地域活動をしている方が出会い・つながる場として、今年も座談会を開催
します。ボランティアに興味ある方、ボランティア・地域活動をしている人とつながりたい
方、どんな団体が活動しているか知りたい方。ぜひ、ご参加ください。 
●日時／ 3 月 23 日（月）10 時 30 分 ~11 時 30 分
●場所／二子玉川まちづくりセンター 3 階活動フロアー（玉川 4-4-5）
●交通／東急田園都市線 / 東急大井町線　二子玉川駅下車徒歩約 5 分
●条件／二子玉川地区でボランティア活動に関心のある方
●参加費／無料
●問合せ／二子玉川あんしんすこやかセンター　担当：市川・衣川
　　　　　TEL：03-5797-5516

●日時／ 5 月 9 日（土）、12 日（火）10 時～ 11 時 30 分
●場所／世田谷区児童相談所（松原 6-41-7）
●交通／小田急線梅ヶ丘駅、小田急線豪徳寺駅、東急世田谷線山下駅下車 
徒歩約 5 分
●問合せ／世田谷録音奉仕グループひびき　
　　　　　メール：info.setagaya.hibiki@gmail.com
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世田谷ボランティア協会の活動・支援拠点

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。ホームページ Facebook Instagram

〒157-0066 成城 6-3-10( 成城学園前駅 徒歩 3 分 )
砧ボランティアビューロー準備室 
TEL 03-6411-4007 FAX 03-6411-5888 

〒154-0002 下馬2-20-14(三軒茶屋駅 徒歩12分)
世田谷ボランティアセンター・せたがや災害ボランティアセンター・
せたがやチャイルドライン事務局 TEL 03-5712-5101　FAX 03-3410-3811
ケアセンターふらっと 　　　　   TEL 03-5712-5105 　FAX 03-3410-3813

〒154-0022 梅丘1-8-9(梅ヶ丘駅 徒歩５分)
北沢ボランティアビューロー 
TEL 03-3420-2520 FAX 03-3706-2854
※2026年3月末まで改修工事のため梅丘分庁舎に仮移転
移転先住所：〒156-0043 松原6-3-5

〒158-0094 玉川2-1-15(二子玉川駅 徒歩５分)
玉川ボランティアビューロー 
TEL 03-3707-3528 FAX 03-3708-3058

〒157-0065 上祖師谷1-11-14(千歳烏山駅 徒歩12分)
烏山ボランティアビューロー 　
TEL 03-6909-0333 FAX 03-6909-0355 

〒154-0002 下馬3-22-13サザン三軒茶屋(三軒茶屋駅 徒歩20分)
1階　ケアセンターwith     　　  TEL 03-6805-4715 FAX 03-6805-4718
2階　ケア相談センター結（ゆい）  TEL 03-5433-2830 FAX 03-6383-2156
2階　ケアステーション連（れん）  TEL 03-6805-4716 FAX 03-6805-4718
2階　地域障害者相談支援センター ぽーとせたがや   TEL 03-6804-0405 FAX 03-6383-2156

〒154-0004 太子堂４-26-9
(三軒茶屋駅 徒歩５分)
スペース ココカラ。

（ぽーとせたがや・パートナーセンター）   
TEL 03-6804-0405 

三軒茶屋駅

成城学園前駅

千歳烏山駅

二子玉川駅

梅ヶ丘駅

相談 ・ お問い合わせ先

下高井戸

下北沢駅

明大前駅

ボランティアについて▶【世田谷ボランティアセンター、各ボランティアビューロー】
災害ボランティアについて▶【せたがや災害ボランティアセンター】
リハビリについて▶【ケアセンターふらっと、ケアセンター with】
訪問介護について▶【ケアステーション連】
介護プランについて▶【ケア相談センター結】
障害について　　▶【ぽーとせたがや、スペース ココカラ。】


